
60農業経営者 2011 年 5�� ������ ������������

30

　 木内博一の

のマネジメントと

の精神

未
曾
有
の
状
況
下
、
我
わ
れ
農
業
者
は
迫
り
く
る
危
機
に
ど
う
対
処
す
べ
き
か
。
被
災
地
へ
の
支
援
対
策
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

が
ら
、
�
の
災
�
�
�
が
�
り
�
る
�
�
の
�
�
に
�
り
�
か
ら
�
�
れ
�
�
ら
�
�
。
�
�
�
�
�
地
�
の
�
�
�

、
�
の
災
�
�
�
が
�
り
�
る
�
�
の
�
�
に
�
り
�
か
ら
�
�
れ
�
�
ら
�
�
。
�
�
�
�
�
地
�
の
�
�
�

事
業
者
は
�
だ
ち
に
地
域
内
で
連
合
会
�
結
成
す
る
�
と
だ
。
要
望
�
�
り
ま
と
�
、情
報
の
�
�
、�
�
に
�
�
�
�
。

�
�
、�
�
に
�
�
�
�
。

に
�
�
�
�
。

「
風
評
被
害
」に
は
独
立
系
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

今
回
の
震
災
で
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
。

東
北
の
直
接
的
な
被
災
�
の
�
�
�
�

被
災
�
の
�
�
�
�

次
元
の
違
う
問
題
で
�
あ
る
が
、
和
郷
園

が
拠
点
�
す
る
千
葉
県
香
取
市
で
も
、
農

�
の
液
状
化
、
ハ
ウ
ス
の
被
害
、
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
な
ど
野
菜
の
出
荷
自
粛
な
ど
、

次
々
�
震
災
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
る
。

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
3
月
31
日
時
点

も
、
暫
定
値
を
超
え
る
放
射
性
物
質
が
J

�

A
香
取
で
確
認
さ
れ
た
ば
か
り
だ
。
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

千
葉
県
に
お
い
て
も
直
接
的
な
被
災
�

�
厳
し
い
事
態
に
あ
る
。

�
震
当
日
、
全
壊
・
半
壊
し
た
家
屋
�

１
０
０
０
軒
、
避
難
所
で
夜
を
越
し
た
県

民
�
１
５
０
０
人
を
超
え
た
。
�
く
に
隣

の
旭
市
が
そ
の
被
害
の
大
部
分
を
占
め

た
。
生
死
の
問
題
だ
。

和
郷
園
グ
ル
ー
プ
の
組
合
員
や
関
係
者

に
つ
い
て
�
、
不
幸
中
の
幸
い
で
当
日
の

う
ち
に
、
全
員
の
安
否
確
認
が
で
き
た
。

す
ぐ
さ
ま
災
害
支
援
組
織
を
社
内
に
設

置
。
各
部
署
か
ら
１
、２
名
の
有
志
�
私
、

副
代
表
の
向
後
を
責
任
者
�
し
て
、
６
名

の
チ
ー
ム
を
結
成
し
た
。

わ
れ
わ
れ
に
で
き
る
こ
�
�
何
か
。
み

な
で
協
議
し
た
結
果
、
３
つ
の
活
動
に
集

約
す
る
こ
�
に
し
た
。

第
一
に
�
元
の
被
災
者
支
援
。
第
二
に

福
島
県
を
�
じ
め
�
し
た
東
北
の
大
被
災

�
の
支
援
。
最
後
に
、
千
葉
県
の
農
業
界

に
�
っ
て
情
報
集
約
・
発
信
機
能
�
な
る

こ
�
だ
。

未
曾
有
の
状
況
下
、
中
小
企
業
の
独
自

支
援
�
い
っ
て
も
限
界
が
あ
る
。
個
別
に

判
断
し
て
も
、
情
報
が
錯
綜
す
る
な
か
、

何
が
一
番
い
ま
本
当
に
必
要
か
正
確
な
対

応
�
�
れ
な
い
。
そ
こ
で
第
一
、
二
の
活

一
、
二
の
活

、
二
の
活

二
の
活
の
活

動
に
つ
い
て
�
、千
葉
県
�
福
島
�
宮
城
、

岩
手
県
の
震
災
対
策
本
部
に
連
絡
を
�

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
�
し
て
登
録
、

本
部
か
ら
の
指
示
・
命
令
に
従
う
こ
�
に

し
た
。

県
内
外
か
ら
震
災
の
翌
日
に
�
、
２
、

取材�構成 浅川芳裕

３
０
０
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
被
災
�

に
続
々
�
集
結
し
�
じ
め
て
い
た
。
当
社

に
割
り
当
て
ら
れ
た
任
務
�
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
さ
ん
乗
せ
て
「
旭
市
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
」
�
倒
壊
し
た
家
屋
の

間
を
往
復
す
る
輸
送
サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ

た
。
セ
ン
タ
ー
に
�
車
両
２
台
�
ド
ラ
イ

バ
ー
２
人
を
提
供
で
き
る
、
�
事
前
に
登

録
し
て
い
た
か
ら
だ
。
私
�
向
後
�
、
�

震
発
生
後
か
ら
10
日
間
ほ
ど
、
ひ
た
す
ら

送
迎
任
務
に
あ
た
っ
た
。

発
生
�
日
�
に
�
、
和
郷
の
�
�
・
�

�
日
�
に
�
、
和
郷
の
�
�
・
�

日
�
に
�
、
和
郷
の
�
�
・
�

養
施
設
「
か
り
ん
の
湯
」
を
避
難
者
に
無

償
で
開
放
し
た
。
避
難
所
住
民
だ
け
で
な

く
、
被
害
の
な
か
っ
た
家
屋
で
も
断
水
の

た
め
、
何
日
も
お
風
呂
に
入
れ
な
い
状
況

が
続
い
て
い
た
。
幸
い
、
か
り
ん
の
湯
で

�
、
水
源
に
�
下
水
を
使
っ
て
い
る
た
め

断
水
の
影
響
を
う
け
て
い
な
か
っ
た
。
ピ

ー
ク
時
に
�
、
1
日
１
６
０
０
人
の
被
災

者
・
住
民
の
方
々
に
利
用
し
て
も
ら
い
、

疲
れ
を
い
や
し
て
い
た
だ
い
た
。年
間
５
、

6
0
0
0
名
の
農
場
視
察
の
あ
る
和
郷
で

�
受
け
入
れ
に
慣
れ
て
い
る
�
�
い
え
、

３
つ
の
支
援
活
動
に
集
約
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We bring up harmony

We respect out native district

We aim at horticulture こ
れ
だ
け
の
人
数
を
毎
日
、
受
け
入
れ
る

の
�
�
じ
め
て
だ
。
社
員
・
パ
ー
ト
25
名

を
総
動
員
し
て
、
任
務
に
あ
た
っ
た
。

調
達
が
難
し
か
っ
た
の
が
燃
料
だ
っ

た
。
か
り
ん
の
湯
�
�
�
水
だ
が
、
�
度

�
20
度
の
冷
�
だ
。
�
水
�
十
分
あ
っ
て

も
、
灯
油
が
な
け
れ
ば
ボ
イ
ラ
ー
が
焚
け

な
い
。
�
�
を
フ
ル
稼
働
す
る
に
�
、
１

日
１
０
０
０
リ
ッ
ト
ル
が
必
要
な
の
に
、

ど
こ
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
い
っ
て
も

売
り
切
れ
だ
っ
た
。

最
終
的
に
�
、
以
前
に
取
引
の
あ
っ
た

ス
タ
ン
ド
か
ら
優
先
的
に
販
売
い
た
だ
き

手
配
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
店
長
か
ら
�
「
お

互
い
さ
ま
で
す
」
�
言
わ
れ
た
。
そ
う
い

え
ば
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
直
後
、
ス
タ

ン
ド
事
業
が
苦
し
か
っ
た
�
き
、
取
引
条

件
を
見
直
し
た
経
緯
が
あ
っ
た
。
通
常
、

「
末
締
め
翌
々
末
支
払
い
」
の
燃
料
代
を

「
末
締
め
翌
10
日
払
い
」
�
希
望
し
た
先

方
の
提
案
を
そ
の
ま
ま
の
ん
で
取
引
し
て

い
た
こ
�
を
覚
え
て
い
て
く
だ
さ
っ
て
い

い
て
く
だ
さ
っ
て
い

く
だ
さ
っ
て
い

た
の
だ
ろ
う
。

大
惨
事
の
な
か
、
こ
の
よ
う
に
�
域
の

事
業
者
同
士
で
「
お
互
い
さ
ま
」
�
い
う

言
葉
を
何
度
か
け
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
コ

ス
ト
削
減
の
名
の
も
�
、
自
分
に
有
利
な

取
引
ば
か
り
を
考
え
て
い
て
�
、
こ
う
�

い
か
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
今
回
ほ

ど
、
�
域
社
内
の
結
び
つ
き
の
大
切
さ
を

あ
り
が
た
く
思
っ
た
こ
�
�
な
い
。

燃
料
調
達
�
被
災
者
向
け
の
�
�
用
だ

け
で
な
く
、
物
流
用
ト
ラ
ッ
ク
に
も
役
立

っ
た
。
野
菜
配
送
用
ト
ラ
ッ
ク
が
ほ
ぼ
平

常
ど
お
り
稼
働
で
き
、
本
業
で
の
被
害
を

最
小
限
に
く
い
�
め
る
こ
�
が
で
き
た
の

だ
。震

災
後
、
２
週
間
ば
か
り
で
�
元
の
支

援
活
動
�
一
定
の
成
果
を
あ
げ
た
。
倒
壊

し
た
家
屋
の
片
づ
け
も
ほ
ぼ
終
わ
っ
た
。

断
水
や
停
電
も
復
旧
の
め
ど
が
た
ち
、
避

難
者
も
な
ん
�
か
自
宅
に
戻
り
始
め
た
。

外
部
か
ら
の
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力

に
頼
ら
ず
�
も
、
�
元
の
行
政
や
土
建
業

者
が
本
来
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

体
制
に
入
っ
て
い
た
。
当
社
へ
の
要
請
も

縮
小
し
て
い
っ
た
。

当
社
チ
ー
ム
�
第
２
の
支
援
活
動
を
開

始
し
た
。
事
前
に
東
北
３
県
の
災
害
対
策

本
部
に
、
食
品
事
業
者
�
し
て
登
録
し
、

「
食
料
物
資
お
よ
び
そ
の
現
�
へ
の
手
配
」

�
の
提
供
内
容
を
記
載
し
て
お
い
た
。
農

業
�
い
つ
な
ん
ど
き
も
「
食
を
届
け
る
仕

事
」
�
い
う
意
識
の
も
�
だ
。

そ
の
頃
の
避
難
所
の
�
�
に
つ
い
て
報

告
を
う
け
た
。

「
パ
ン
や
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
食
料

物
資
�
か
な
り
の
量
、
現
�
に
�
�
ど
い

て
い
る
。
で
も
、
皆
、
あ
た
た
か
い
手
作

り
の
料
理
を
恋
し
が
っ
て
い
る
」

そ
こ
で
、当
チ
ー
ム
�
被
災
�
へ
の「
炊

き
出
し
部
隊
」を
結
成
す
る
こ
�
に
し
た
。

結
成
す
る
こ
�
に
し
た
。

す
る
こ
�
に
し
た
。

６
名
の
う
ち
、
２
名
�
千
葉
で
の
食
�
調

名
の
う
ち
、
２
名
�
千
葉
で
の
食
�
調

達
、
�
名
が
現
�
へ
の
物
流
�
調
理
・
仕

出
し
に
あ
た
っ
た
。
３
月
３
月月
24
日
夜
に
千
葉

1967年千葉県生まれ。農業者大学校卒業後、90年に就農。
96年事業会社㈲和郷を、98年生産組合（農）和郷園を設立。
㈲和郷は2005年に㈱和郷に組織変更。生産・流通事業のほ
か、リサイクル事業や冷凍工場、カット・パッキングセン
ター、直営店舗の展開をすすめる。05年海外事業部を立ち
上げ、タイでマンゴー、バナナの生産開始。07年日本か
ら香港への輸出事業スタート。現在、ターゲット国を拡
大準備中。本連載では、起業わずか10年でグループ
売上約50億円の農業系企業を築き上げた木内の「和
のマネジメントと郷の精神」を紹介。その“事
業ビジョンの本質”を解き明かす。

1967年千葉県生まれ。農業者大学校卒業後、90年に就農。
96年事業会社㈲和郷を、98年生産組合（農）和郷園を設立。
㈲和郷は2005年に㈱和郷に組織変更。生産・流通事業のほ
か、リサイクル事業や冷凍工場、カット・パッキングセン
ター、直営店舗の展開をすすめる。05年海外事業部を立ち
上げ、タイでマンゴー、バナナの生産開始。07年日本か
ら香港への輸出事業スタート。現在、ターゲット国を拡
大準備中。本連載では、起業わずか10年でグループ
売上約50億円の農業系企業を築き上げた木内の「和
のマネジメントと郷の精神」を紹介する。その
“事業ビジョンの本質”を解き明かす。

宮城県石巻市にて、野菜たっぷりけんちんうどんと中華丼を800
人分用意（4月5日）。

「
炊
き
出
し
部
隊
」
を
結
成
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を
出
発
、
翌
朝
か
ら
２
日
間
、
福
島
県
の

相
馬
市
、
宮
城
県
の
気
仙
沼
、
石
巻
を
縦

断
し
た
。

ど
ん
な
料
理
が
喜
ば
れ
る
か
メ
ニ
ュ
ー

も
熟
慮
し
た
。
初
日
�
「
豚
汁
う
ど
ん
」、

二
日
�
�
「
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
あ
ん
か
け

ラ
ー
メ
ン
」
�
い
っ
た
具
合
に
、
体
が
芯

か
ら
�
ま
り
栄
養
も
�
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を

考
え
た
。
食
後
の
デ
ザ
ー
ト
も
用
意
す
る

こ
�
に
し
た
。
具
�
�
和
郷
園
の
野
菜
の

ほ
か
、�
元
の
生
協
か
ら
の
提
供
�
し
て
、

麺
や
具
�
、
調
味
料
、
洋
菓
�
な
ど
を
手

配
く
だ
さ
っ
た
。
食
肉
公
社
か
ら
�
豚
肉

や
ハ
ム
、ソ
ー
セ
ー
ジ
の
提
供
が
あ
っ
た
。

ト
ラ
ッ
ク
２
台
に
食
�
�
水
、
燃
料
、

２
台
に
食
�
�
水
、
燃
料
、

台
に
食
�
�
水
、
燃
料
、

調
理
器
具
を
載
せ
、
現
�
に
向
か
っ
た
。

予
定
ど
お
り
、
毎
日
５
０
０
食
の
炊
き
出

し
を
完
了
す
る
こ
�
が
で
き
た
。

こ
の
活
動
�
要
請
が
あ
る
限
り
、
今
後

も
続
け
て
い
く
つ
も
り
だ
。
本
部
に
よ
れ

ば
、
週
末
の
炊
き
出
し
�
都
市
か
ら
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
多
く
足
り
て
い
る
が
、
平

日
が
不
足
し
て
い
る
�
い
う
。
当
社
�
チ

ー
ム
内
で
交
代
で
、
平
日
に
毎
週
で
か
け

る
こ
�
に
し
た
。
も
�
も
�
炊
き
出
し
や

�
域
で
の
交
流
活
動
�
�
元
で
常
日
頃
か

ら
や
っ
て
い
る
こ
�
だ
。

第
３
の
活
動
�
、
千
葉
県
農
業
界
の
情

報
集
約
・
発
信
機
能
だ
。

市
場
出
荷
の
系
統
系
農
家
に
つ
い
て

�
、
農
協
・
全
農
が
ま
�
め
役
�
な
っ
て

い
る
か
ら
安
心
だ
。
県
か
ら
の
情
報
収
集

や
放
射
能
物
質
の
検
査
、
国
へ
の
陳
情
や

東
電
へ
の
補
償
要
求
を
滞
り
な
く
行
な
う

体
制
�
従
来
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ル
ー
ト
が
万
全
�
な
り
つ
つ
あ
る
。

つ
ま
り
、
一
般
の
農
家
�
、
ア
ク
シ
ョ
ン

を
起
こ
さ
な
く
て
も
、農
協
か
ら
の
情
報
・

指
示
・
補
償
な
ど
が
得
ら
れ
や
す
い
。

マ
ス
コ
ミ
の
報
道
に
し
て
も
、
国
、
県
、

農
協
経
由
の
情
報
だ
。

一
方
、
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
な
農
協
出
荷

を
し
て
い
な
い
独
立
系
の
契
約
産
�
、
農

業
法
人
に
�
「
風
評
被
害
」
が
広
が
る
な

か
、
行
政
か
ら
何
ら
情
報
が
入
っ
て
こ
な

い
。こ
ち
ら
か
ら
働
き
か
け
る
に
し
て
も
、

一
法
人
の
要
望
�
県
や
国
に
�
届
か
な

い
。
被
害
の
あ
っ
た
農
�
や
被
災
し
た
施

設
、
出
荷
自
粛
し
た
野
菜
の
補
償
な
ど
、

問
題
�
積
み
上
が
っ
て
い
く
。
逐
次
、
�

元
の
市
町
村
に
連
絡
し
て
、
基
本
情
報
を

�
る
こ
�
ぐ
ら
い
し
か
で
き
な
い
。

こ
う
し
た
事
態
を
改
善
す
べ
く
、
千
葉

県
の
契
約
栽
培
を
す
る
農
業
者
２
０
数

社
・
団
体
に
呼
び
か
け
、「
千
葉
県
契
約

取
引
事
業
者
連
合
会
」
を
急
き
ょ
、
結
成

し
た
。

千
葉
県
の
野
菜
産
出
額
�
日
本
１
位
の

約
１
６
０
０
億
円
。
そ
の
２
割
弱
の
２
３

０
億
円
を
わ
ず
か
20
数
社
連
合
会
の
会
員

企
業
が
納
め
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

傘
下
に
�
何
百
、何
千
�
い
う
組
合
農
家
、

契
約
農
家
が
い
る
。

震
災
が
起
こ
る
ま
で
正
直
、
独
立
系
の

事
業
者
間
で
の
横
の
つ
な
が
り
�
希
薄
だ

っ
た
。
今
回
を
機
に
、
千
葉
県
の
農
業
、

�
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
た
め
、
事
業
者

の
代
表
が
集
う
こ
�
が
で
き
た
。
す
で
に

各
産
�
の
要
望
を
�
り
ま
�
め
、
陳
情
、

情
報
の
集
約
化
、
伝
達
を
行
う
ベ
ー
ス
�

な
り
、
活
動
を
開
始
し
て
い
る
。

事
務
局
�
、
多
く
の
人
が
訪
れ
ら
れ
る

和
郷
園
グ
ル
ー
プ
のT

he�Farm

（
貸
農

園
を
核
に
し
た
複
合
観
光
施
設
）
内
に
設

け
た
。

今
後
、
直
接
の
風
評
被
害
の
あ
っ
た
野

菜
業
界
に
、
畜
産
業
界
、
さ
ら
に
�
港
や

船
が
被
災
し
た
水
産
業
界
の
独
立
系
事
業

者
を
加
え
、
千
葉
県
の
一
次
産
業
を
代
表

す
る
契
約
取
引
事
業
者
の
連
合
体
に
し
て

い
く
予
定
だ
。

非
常
事
態
時
に
結
成
し
た
�
�
い
え
、

平
常
時
に
も
業
界
の
健
全
な
発
展
の
た
め

の
活
動
の
核
�
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
和
郷
園
グ
ル
ー
プ
の
東
京
事

務
所
が
開
設
し
た
こ
�
を
報
告
し
て
お
き

た
い
。
偶
然
、
震
災
が
起
き
た
３
日
後
の

３
月
14
日
に
営
業
開
始
�
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
�
田
園
調
布
に
あ
る
直
営
店

O
T
E
N
T
内
に
仮
事
務
所
を
構
え
て
い

た
が
、
今
回
、
帝
国
ホ
テ
ル
タ
ワ
ー
に
正

式
に
東
京
本
部
を
置
く
こ
�
に
し
た
。
理

由
�
グ
ロ
ー
バ
ル
な
信
用
の
た
め
だ
。「
ニ

ッ
ポ
ン
の
農
産
物
を
世
界
へ
」
�
い
っ
た

�
こ
ろ
で
、
現
実
の
商
売
�
シ
ビ
ア
だ
。

い
く
ら
品
物
が
よ
く
て
も
、
海
外
の
優
良

企
業
�
そ
う
簡
単
に
相
手
に
し
て
く
れ
な

い
。帝

国
ホ
テ
ル
�
日
本
の
中
心
に
あ
る
。

入
居
審
査
が
も
っ
�
も
厳
し
い
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
の
ひ
�
つ
だ
。
幸
い
に
も
和
郷
園
グ

ル
ー
プ
�
審
査
を
ク
リ
ア
す
る
こ
�
が
で

き
た
。
海
外
�
の
取
引
が
多
い
企
業
が
入

居
し
、
共
有
ス
ペ
ー
ス
�
海
外
顧
客
�
の

商
談
に
自
由
に
使
え
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
も
入
っ
て
く
る
。
形
式
的
な
話
か
も
し

れ
な
い
が
、
実
態
が
伴
え
ば
、
日
本
で
世

界
�
直
結
で
き
る
費
用
対
効
果
の
高
い
ス

ペ
ー
ス
�
他
に
な
い
。

原
発
事
故
を
境
に
、
安
全
で
最
高
品
質

の
ニ
ッ
ポ
ン
農
産
物
�
一
転
し
て
、
海
外

で
危
険
視
さ
れ
拒
否
さ
れ
て
い
る
�
の
報

道
を
日
々
、
�
に
す
る
。

、
�
に
す
る
。

�
に
す
る
。

し
か
し
、
当
社
で
�
通
常
ど
お
り
、
香

港
へ
の
輸
出
を
続
け
て
い
る
。
厳
し
い
検

査
も
ク
リ
ア
し
、
取
引
先
�
の
信
頼
関
係

�
現
�
の
販
売
努
力
の
お
か
げ
で
、
輸
出

量
�
以
前
�
比
べ
て
２
割
�
度
の
減
�
に

２
割
�
度
の
減
�
に

割
�
度
の
減
�
に

留
ま
っ
て
い
る
。

こ
う
い
う
�
き
だ
か
ら
こ
そ
、
揺
る
ぎ

な
い
ニ
ッ
ポ
ン
農
家
、
農
産
物
の
力
を
世

界
に
示
し
て
い
き
た
い
。

「
風
評
被
害
」
対
策
の
決
め
手

帝
国
ホ
テ
ル
に
新
事
務
所
開
設


